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ハ イ マ ー ト 久 留 米            

  

機関名 株式会社ハイマート久留米 

所在地 福岡県久留米市城南町１５－５ 

電話番号 ０９４２－３７－７１１１ 

地域概要   (1)管内人口    ２３万６千人 (2)管内商店街数   １０商店街 

(1)商店街数    １０ 商店街 (2)メンバー数    ３８９商店 事業の対象とな

る商店街の概要 (3)空店舗率    ７．４  ％ (4)大型店空き店舗数 ０   店 

商店街の類型 1.超広域型商店街 2.広域型商店街 3.地域型商店街 4.近隣型商店街 

      

【事業名と実施年度】  

 

平成12 年 空き店舗対策事業 チャレンジショップ 

総事業費  16,454 千円 

 
【事業実施内容】 

    

１．背景 

 福岡県久留米市は福岡県の南部、筑紫平野の中心に位置する人口約 24万人（平成15 年）

の都市である。九州の玄関、福岡市まで西鉄・JR の急行で約 30分、かつては有馬藩21 万石

の城下町として栄えた。 

近年、その中心商店街は

大型店の影響や交通網の発

達による福岡への顧客の流

出、消費者ニーズへの対応

の遅れから活力が減退して

いる。 

商店街の空洞化が進行す

る中、平成 12年 8 月に「㈱

ハイマート久留米」が久留

米市よりＴＭＯの認定を受

けたことから、住民・ボラ

ンティア・行政と連動した

実効的な地域活性化への取

り組みが積極的に展開され

ている。 

平成12 年に実施され、現

在も取り組まれているチャ

レンジショップ事業もまた、「㈱ハイマート久留米」の主要事業の一つである。 

 

 

久留米市の位置（YAHOO!地図情報より） 
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２．事業内容 

創業を志すチャレンジャーを公募して１年間の販売実習と研修を行うことで支援する『チ

ャレンジショップ事業』を行う。 

 

（１）事業概要 

１）事業の目的    

① １坪というスペースで初めての商い体験や新しいこと（商品・売り方・サービス）

への挑戦をする 

② 経営研修会の義務付けによって本格開業に向けたノウハウの習得を行う 

③ お客様との直接の対話で接客と生活者ニーズの汲み取りを学ぶ 

④ 出店者の協働作業で実践的商業活動を体験する 

⑤ 近い将来、商店街等への独立開業を目指す 

 

２）チャレンジショップの名称 「くるＫＵＲＵ畑」 

  ３）事業期間 第１期 平成13年 2 月～平成14年 1 月 

 

  ４）営業時間 11：00～19：00(夏季19：30)火曜定休 

  ５）店舗計画    

①店舗形態 小規模（１坪）・多ショップ集合体 

・店舗コンセプト  

「いろいろな店があり賑わいのある印象」「入りやすく、探す楽しさのある店づくり」 

・店舗面積 売り場面積 55.4 坪（１階 28.7 坪、２階26.7 坪） 

・店舗コマ数 24 コマ 

・出店期間 原則一年 

・家賃等 入居後２ヶ月間無料、月額２万円、共益費は出店者が負担 

 売り上げ優秀者には賃貸料優遇制度あり 

 

   ②店舗立地 あけぼの商店街プリンスビル(六ツ門町 22-20) 

店舗立地選定にあたっては、チャレンジャーが商売初挑戦であること、若い年齢層

の応募が多いこと、若い客層が想定されること、適切な広さがあること、補助事業に

対する物件オーナーの理解があること、などから決定。 
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③店舗改装  

作業部会にて基本的な仕様を提示後、より  

専門的で的確な提案のあった内装業者を事

業協力者として選定。「ファサードを活用し

た複数のディスプレイ小窓」「階段室の工

夫」「天井を落として屋内に高さ感を与え

る」「楽しい照明」などを採用。 

 

④テナント構成  

12 月下旬からチャレンジャーを募集、55 名の応募があり、24 名を選定した。 

喫茶 1、食料品 4、雑貨7、婦人服 3、ヤングカジュアル 2、子供服、プチガーデン、

ボディーアート、パッチワーク教室、美容・化粧品、香水、整体各 1。 

店内は客層と販売品目、回遊性、動線を想定しゾーニングを行った。１階を「健康・

美容、服飾・生活雑貨」、２階を比較的高い年齢層を想定した「おしゃれ・趣味、憩い」

とテーマづけた。 

 

６）その他の支援  

開業ノウハウ等習得のための研修会開催（18 回の研修を実施）。この研修会には、出

店者の出席を義務付けている。 

研修テーマ「販売促進」「税務会計の基礎知識」「店舗レイアウト」「商品ディスプレ

イ」「マーケティング」「顧客管理・情報化」「事例セミナー」「ビデオセミナー」「法律」

「開業計画(作成)」 

 

  ７）募集・審査   

   ①募集方法 

 市報・会議所だより・会議所ホームページ・各新聞社・情報誌広告・チラシ配布 

    

②対象 

自分の店を持ちたい(個人・グループ)、 

将来、中心市街地で独立店舗を持ちたい、新

しい商品・新しい商売を試したい等考えてい

る人で、年齢は不問 

    

③審査 

出店申込書(取扱品目、仕入先ルート、商

売経験、販売経験、自己ＰＲ)、面接(商品・

仕入・新しさ・意欲・協調性・支度金・特徴・

総合の点数評価) 

 

 

チャレンジショップ外観 
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【 効 果 】 

 

（１）商店街、消費者に「くるＫＵＲＵ畑」が浸透、理解が深まった。 

（２）独立退店者の出現…店舗の中には、ひと月150 万円以上売り上げる店舗が現れ、独立

者が誕生した。 

  

【課題・反省点】 

 

（１）独立出店者が希望する店舗条件とミスマッチ（賃料、スペース、立地条件など） 

（２）独立を含む退店者が生じたときのチャレンジャー補充の問題。 

  （１年間の研修カリキュラムを組んでいるので途中から簡単に入居できない） 

（３）入店条件を周辺のチャレンジショップに比べて厳しくしているので入店希望者が減少

傾向にある。 

（４）商売の経験を有する的確なアドバイザーが必要 

（５）独立者の支援体制 

   

【 教 訓 】 

 

（１）チャレンジショップ事業だけに限らないが、事業の責任者・責任の所在が明確化をは

かり、その責任者のもと事業実施できる体制を作ることが重要である。 

（２）チャレンジショップ事業は空店舗に誘致しようという発想から検討するのではなく、

創業者を育てていこうという発想から始まらないといけない。プロが失敗した空店舗にノ

ウハウ、資金がないチャレンジャーを入れるだけでは無理がある。できるだけ条件のいい

場所で設置しなければ、厳しい結果につながる。 
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【 そ の 他 】 

 

 空店舗を１軒埋めてチャレンジショップ事業

をしても、商店街の話題性として瞬間的には歩

行者通行量が増加したり、商店街が賑わいを呼

ぶことができるが、完全には呼び戻せない。 

 この事業などを通じて商店街全体がお客様を

呼び込む意識と努力を行なうことで、商店街の

個店の魅力が高まってこそ中心市街地の活性化

は図られ、波及効果が生じる。 

ＴＭＯは主役である商店街、生活者、消費者

の来街支援やサービスをサポートする黒子であ

り、あくまでも主役の熱意がないと街づくりはますます難しい状況になる。  

まちづくりは1 年間でできるものではない。この事業は継続し続けることで効果が生まれ

るものであり、5 年、10 年後に魅力ある店舗が何店舗出来たかで効果として真に評価される

ものと思われる。 

  

 

「かつてないスケールの小ささ」 

ユニークなキャッチフレーズを掲げた「くるＫＵＲＵ畑」オープンのチラシ 

チャレンジショップ内の様子 
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くるＫＵＲＵ畑に入居しているチャレンジショップ案内 


